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J.M.Gル･クレジオの作品を何冊か読んだ人ならば､いつも同じ物語を聞

かされているような印象を受けないだろうか｡彼の書く作中人物たちは､往々

にして類型的であるといえる｡では､どのような類型が見られるのか､またそ

れはどのように機能しているのか｡そして､この類型性が与えるル･クレジ

オ作品の寓話性とは､文学のあり方としてどのようなものなのだろう｡

1.名前に見られる寓話性

ル■クレジオ作品の作中人物の類型性は､その名前にも明らかに見て取れ

る｡彼らは象徴的な名前を持ち､それらの人物像は代替可能であり､個人的

なものではないことを表している｡処女作『調書』lの主人公はアダム･ポロ

という名であった｡人類の祖の名を持つこの青年は､最初の人間のように新

鮮な目でこの世界を見つめる｡『洪水』2(ノアの大洪水と同じD`1喝eである)

では｢ふたご｣を意味するべッソンが崩壊してゆく世界に立ち会うが､彼は

人類の双子､あなたや私であってもいい誰かではないか｡『愛する大地』3で

は｢よろめく｣(Chancel叫に由来するシャンスラード(Cb弧Celade)が､誕生以

前と死後とに挟まれたゲームの連続と解釈された生を生きる4｡『巨人たち』5

においては､物質的なものを俸現する青年マシーン(Macbines=機械)とや

がて訪れる穏やかさ匝mqnillit句の希望である少女トランキリテ(1の一つ少

ないThquiliti)が現代社会の権力者･支配者である大文字の｢主人たち｣

t上e伽¢由一VemちGall血如,1963.

㍉k瓜勤評,Gallim打d,19砧.
3乃〝仇山裾血,Gallimard,1967.

4『世界の文学26 ソレルス/ル･クレジオ』集英社､1976｡豊崎光一による解説の

338-340頁を参照｡
5上部Gゐ血,Gdlim訂鶴1973.
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と戦う｡また､『砂漠』`に登場する二人の主人公のうち一人､ララ●ハワの

ハワはアラブ語で｢イヴ｣を､もう一人の名｢ヌールJは｢光｣を意味する

といった具合である｡『オニチャ7』ではさらに明白であり､神秘的な少女オ

ーヤに対して河の女神｢オーヤ｣への言及が作品内にある｡少女の水浴､船

上での出産と新たなる地を求めての船での出発など､二つの形象を重ねる要

素はいたるところに散りばめてある｡

作中人物たちの名前はこのように象徴性に富むだけではない｡｢オーヤ｣も

そうだが､いくつかの場合には複数の人物が同じ名前を引き継ぐことがある｡

例えば､『砂漠』のララは母の名｢ララ･ハワ｣を名のる期間があり､また自

分の娘にもこの名前を与える｡『オニチヤ』ではマウは生まれてくる娘を同名

の友人にちなんで｢マリマ｣と名付ける○ここからは､名前を受け継ぐ人物

たちが､個人を越えてアイデンティティーを共有するさまが読みとれる｡首

長の家系であるララ･ハワたちは､周囲の者にはない特別な力を持ち､神話

を再開する女性の祖たちだと言えるし､またアフリカ女性マリマの名をもつ

少女マリマは､たとえヨーロッパを出たことがなかろうと本質的にはアフリ

ヵの地に所属する者と捉えられている｡時には､複数の作中人物が同じ名前

を持つことで､理解に混乱をもたらすこともある｡『オニチヤ』で彷雀の最中

に死ぬ古代メロエの女王とその孫娘､新しい女王は同名であるQ個人的な特

徴描写などのほとんどないこの二人は､まるで同一の人物が生まれ変わって

終わらぬ彷復を続けているかのような印象を与える｡このようなある種の代

替可能性をもっとも強く押し進めているのは､『戦中』中の｢ベア･B｣及び

その名も｢ムッシューⅩ｣においてであろう｡プロローグともいえるはじめ

の章は次のように結ばれている｡

すべては彼女の内にある｡私があなた方にお話している娘はただ一つの体やた

だ一つの魂を持っているのではない｡彼女はそれを幾千も持っているのだ9｡

その言葉どおり､ベア･鋸ま個人的というより集合的な人物で､｢彼女の名前

はベア･臥またはBe吋L弧e｡Bo血相psA加Ⅹとも｣いい仲･228)､｢ベア･B

にはもはや年齢がなく､過去もなく､何もない｡彼女にはもはや住処がない｡

彼女はいたるところに同時に住んでいるb.144)｣｡ムッシューⅩも同様で､

`βゐg鴫G仙i皿訂も1980.
一助ね血,Odl血∬d,1991.

さ血伽〝ちG山1im訂d,1970.

9乃淀,d11.L,Im喝in血,p･22･
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初対面の｢ムッシューⅩに似た運転席の男｣が5行先では｢ムッシューⅩ｣

と呼ばれるにいたる匝.208)｡彼痕兵士であり､森の中で裸身に刺青をして

戦うのも､鉄の仮面と鎖か乾びらを身にまとって戦うのも､ベトナム戦争を

戦うのも､同じムγシ■ゝ-Ⅹである匝.122-125)｡即ち､ベア･Bとムッシュ

ーⅩはその名のもとに､戦争の形象と兵士の､時を超えるあらゆる例を含ん

でいる｡

個性を備えた一個人ではなく､ひとつの類型を描いていることは､属性を

示すに留まる種々の名前の頻出としても琴れている｡『逃亡の書』10の主人公､

ホーガン青年は､青年Geunehom¢)という属性があたかも姓名の一部であ

るかのように大文字でJeuneHommeHoganとつづられ､やがてはまったく頭

文字と同じようにJ.H且とさえつづられる｡誰でもあり得る一人の青年を体

現していることに特に注意をうながすかのような名前の使い方である｡『砂

漠』に見られる｢ララ｣はシェリフア(マホメットの娘の子孫)の子孫に対

する呼称であり､個人の名前ではない｡大文字ではじまるアラブ語の呼称は､

アラブ語を知らない読者には名前のように見えるだろう｡また､特徴を示す

あだ名でしか呼ばれない作中人物も全作品を通して数多い｡属性の中に個性

は没し去り､その属性を代表する形象たちが､それぞれの役割を演じている｡

2.類型の種類

以上のように作中人物は象徴的な名前とそれに見合った性質を付与されて

いる｡さらに､複数の作品を通じていくつかの類型的な役割も見て取れる｡

それはどのような類型なのか､適時的に変遷を見てみよう｡

青年

初期作品の主人公たちはのきなみ､現代社会の中で自意識の牢獄から抜け

出せない疎外感とコミュニケーションの不可能性､社会の攻撃性に苦しむ青

年､という役割を担っていた11｡デビュー作『調書』は次のように締めくく

られている｡

もし､近いうちに､アダムあるいは彼のうちの誰か他の者について､何も言う

IO山上fv柁血,カ蝕汀,G山1誠心鶴19級
1】血伽ぬ一作血J;血伽,Gall血皿吼1965;血瓜勒評;山上f耶ゐカぬなど｡

197



ことがなかったとしたら､それこそ本当に不思蔑でしょう12｡

ここで突然顔を出す話者｢私｣の読者｢あなた方｣に対する語りかけの形､

また｢彼のうちの誰か他の者｣という奇妙な言い方によって､テクストを現

実と混同せずにフィクションの次元で読むこと､またアダムを類型として読

むことに注意がうながされている｡『逃亡の書』もまた似たような一文で結ば

れている｡

本当の人生には終わりがない｡本当の書物には終わりがない｡/(続く)lユ

ーつの作品は他の作品へとつながる一部分でしかないことを告げるこれらの

終わり方に見られるように､青年たちは互いに似通っており､むしろ同一の

人物の物語が少しずつ形を変えながら繰り返し語られているかのような印象

を与える｡

娘

年代を追って見てみよう｡1970年出版の『戦争』から続く三作14は､若い

女性を中心人物としている｡『戦争』のベア･臥『巨人たち』のトランキリ

テにはそれ以前の青年主人公たちの女性版､といった面影もある｡いずれも

現代都市を舞台として戦争でしかない人間間の関係､支配することをしか目

指さない社会に抗し､いつの日か平和が訪れることを絶望的に願う若者｡し

かし､｢すべてを売り､全てを買った｣｢商人たち｣､｢征服し｣｢都市と地下を

創始した｣､｢彼らからこそ呪いはやってきた｣15という｢商人たち｣の断罪

と共に､その反対である理想として目指されるべき平和の状態にインディオ

の影響が色濃く見られるのは注目に催するであろう｡

そうしたらいいでしょうね､もし戦争が終わったら｡[中略]そしてとりわけ､

もしまだ自分を表現しなければならないとしたら､簡単なもので表現するでし

ょう､そしてそれは征服するためではなく､全体の一部分になるための表現と

なることでしょう16｡

ほ上gP和¢由一Ⅷ血沈0011.Folio,p.314.

13上納血ざカ脆!,COll.L,b喝h血,p.2$5.

14血仇椚ノムびG血触J物鹿拍〟触d彪.Gdl血訂仇1975.
15血血伊喝p･241叩･

l石血血ふ略p.1`3.
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それは､『悪魔祓い』に見られるインディオと表現との関係に酷似している｡

笛､メロディも歌詞もない歌､ボディペインティングといった表現によって

インディオは征服する三とも説得することも欲さず､｢造作もなく世界の内側､

生命の中心にい争ぃ蜜ル･クレジオは書く170ベア･Bやトランキリテはそ

こにたどり着くごとはできないまでも､ある理想を見いだしている点で初期

の青年主人公たちとは異なる0これらの作品の主人公が青年ではなく若い娘

であることは興味深い｡初期作品の主人公､あるいはムッシューⅩやマシー

ンといった青年たちと比べると､勘､娘という類型は､傷っきさまよいなが
らも､現在の状態とは異なる､ある､より幸福で自由な生の状態をもたらし

うる女神的な性格をそなえている0トランキリテは意識の同義語である眼を

開くことによって､思考を支配してい竃商業主義的な現代社会の支配者たち

から解放され､初めて世界の美を見る柑｡ナジャナジャは物質に生命を見る

アニミスムによって､｢向こう側｣への旅へと誘う｡そしてその性質は､あと

で扱う｢野生の娘｣の類型にも見られる｡

子供

若い娘の類型が｢眼を覚ましなさい!｣と群衆に呼びかけ､戦う形象だと

すると､子どもは世界と和解できる形象である○戦争が終わったら｢海辺に

行けるでしょう､たとえばね､そして地面に座って海を見るでしょう｡海の

音を聞くことでしょう19｣というベア･Bの願いは続く『巨人たち』の､施

設を抜け出して海辺に住みついた唖のボゴ少年によって実現される｡彼は人

間の言語を拒むことにより､その思考を支配する体系から逃れたのだ｡短編

集『モンドその他の物割の表題作｢モンド｣20､及び同時期に書かれた『地

上の見知らぬ子』21に登場する少年たちは､ボゴ少年のその後ともとれるよ

うな､しかしより一層妖精的な要素をもつ作中人物たちである｡ボゴ少年と

異なり､彼らには社会との葛藤はほとんど見られない8出身も分からず､家丁

族もなく､その新鮮な眼差しで人々が忘れていたものを見いださせてくれる

少年は､実在の少年に似せた健からは遠く､いわば子どもというものの特性

17月砿Skねcoll･S印血sdelaCr誠on,Gen如ち1971,p.152.

柑血G血叫p･242:｢ある日､その白い娘は目覚めるだろう[中吼彼女は目を開け

るだろう､そして彼女が見るものはあまりに美しくてどんな風か言い表せないくらい

だろう｡｣
19血仇g〝ちp.163.

20《Mondo》山地血e∫肋ゐ加ぬ,Gdl叫1978.
21ェ伽仰朋以ぷ肝払お耶,G山肌皿胤鵬,197$.
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を体現したものといえる｡これらの作品は､緊張感に満ち､息苦しささえ感

じさせるような初期作品の文体とはうってかわり､簡素で清澄な文体で語ら

れる｡

空は退屈させることがない｡いつももっと大きく､いつも新しく､空は自分の

しるしを見せて､身振りを示す｡つまり､自分の雲を､光を見せる｡すべての

青葉とすべての考えは彼のためにあるコ｡

男性名詞の｢空｣cielを受ける代名詞ilは､そのまま生命のある男性存在

を感じさせるし､海merが出てくるときこれを受けるelleも文の内容と相

まって女性として捉えられた海を感じさせる23｡それは､擬人化というより

は自然物に生命を見いだすアニミスムに近い｡また､｢モンド｣でjま｢きれ

い!C,estb銃口!｣というモンド少年の台詞と｢彼はそれが大好きだIll,ai皿e

bien｣という単純で肯定的な表現が繰り返される｡子供という類型の視線を

とることにより､子供の言葉とそのヴィジョンを獲得した作者は､これま

でゐ悪夢から逃れるかのように､ひたすら世界の美について語る｡

アドレツセント

『砂漠』あたりから､思春期の､特に少女を中心としたビルディングスロ

マン的寧作品が多く書かれるようになる｡ララはもはや世界の美しさを我々
に見せてくれるばかりの異世界の住人ではない｡この小説にはアドレッセン

トが大人になるときの様々な要素が織り込まれている｡列挙してみよう｡自

然と濃密な関係を持ちながらの幸福な子ども時代､物語を語ることによって

彼女の子供期の夢を養ってくれていた老人の病気､彼の死の床で､今度は彼

の命をつなぐためにララが物語るという立場の逆転､そして老人の死24､結

婚という性的･社会的･金銭的枠組みへの参加要論､出発と砂漠での象徴的

な死｡夢の地フランスへの出発とそこでの幻滅､砂漠の真髄に引き戻されて

の帰郷と､その地での新しい命の出産｡この図式でのル･クレジオの特徴は､

主に最後の部分にある｡アイデンティティーの発見は､苦い現実の中にとど

まらず､神話的本質との一体の中に見出されるからだ｡眼差しとして現れる

記肋吼p.168.
刀

rすべてが彼女[=海]のものだ､ぽくの一生､ぽくの運命､ぼくの未来も｡時

には彼女を忘れて､自分が自由だと思うこともある｡｣乃疋,p.160など｡
封同じ物簿の鏡面であるヌールとマ･エル･アイニーンの関係にも同様の構図が見ら

れる｡
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砂漠の精エス･セールはまた､生前はララの祖先､トウアレグ族の聖人だっ

たのだが､彼女は惨めなフランスめ地で彼の視線を受け継ぐ｡その眼をもっ

て砂漠の光で灰色の衝を慮らし出す彼女もまた､聖人的様相を帯びる｡また､

ヌールの物欝で精神的時代の終焉とともに虐殺されていくトウアレグ族と交

差するように､澱められた時代のララの物語を締めくくる彼女の出産は､時

間を癒し､神話を再一美現化する｡

一方､モンドや｢見知らぬ子｣が一種の神性をもった永遠の子どもだとす

ると､その性質はララの友人ル･ハルクラ少年において変奏されている｡彼

はボゴ少年(『巨人たち』)のように唖で､人間の言葉を話さない｡人間の思

考フィルターを通さないで世界を見るから､彼の日には｢もっと美しくもっ

と新しい､まるで彼の前には誰もそれを見たことがなかったみたいに､まる

で世界の始まりみたいに誓｣『戦争』のベア･Bは､｢戦争が終わってほしい､

だって鳥の歌の研究をしたいし､野兎の足跡を見分けることを覚えたいから

2`｣と望んでいたが､ル･ハルクニは鳥に同化して飛ぶこと､動物と話すこ

と､足跡の見分け方､光の見方などをララに教える｡アドレッセントを導く

者が､大人ではなくて反対に永遠の子どもであるのは象徴的だ｡また､一見

大人への道を歩んでいるかに見えるララが産むのは､ル･ハルタニの子供で

ある｡アドレッセントという類型が登場するようになってから､それを導く

看たちという類型もともに登場した｡彼らが授けるのは､彷復する初期作品

の主人公たちか望んで手に入れられなかったもの､自分の場所を発見し､帝

和し､そこに住むことである｡

ほぼ同時期以後の作品に現れる主人公を導く類型のひとつとして､主人公

が憧れる､非西洋人の娘というひとっの型がある諸黄金探索者』27のウーマ､

『アンゴリ･マラ』28のニナ､『オニチャ』のオーヤ､『隔離』29のスルヤパテ

ィ､など多数の作中人物がここに分類できる｡彼女たちはまず一様に､よそ

者でその土地での生活に慣れていない主人公(少年･青年)に対して､そこ

での生き方を知っている土地の娘であるQタコや魚を捕る方法を教え､金銭

コβ由叫印11･Folio,p.129.

加血伽′喝p･1`3.

27上`伽鳥卯dbちGdlim叫19さ5.

28《血goliMda》舟肋如餌i両,d間〟脇机G仙m叫l靭.

29血如Ⅶ血血ちGall血如,1995.
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を軽蔑する価値観を説くなど～いわゆる｢プリミティプ｣な世界への導き手

となる｡また､背が高く､ほつそりしているといった身体的特徴も共有して

いるが､とりわけその｢野性的な｣美しさと｢銅色の｣肌､｢豊かな黒髪｣は､

異国情緒的なステレオタイプを彷彿とさせるかもしれない｡J■M･ムラはフラ

ンスのスパイ小説および冒険小説の分析において､｢第三世界の女｣はエロテ

ィスムとユダゾティスムという二つの要素をもたらすアクター30､異国と主

人公との間の特権的な仲介者であり､また､魅惑的な第三世界は見事な美女

として擬人化されると指摘している3loル･クレジオ作品に登場する｢第三

世界｣の若い娘32も確かにいずれも美しく､性的魅力も備えているといえる0

しかし､その美しさは単に肉感的なものではなく､神話的なレベルに結びつ

く｡例えば､錆をもって片足に体重をかけたウーマ(同じポーズはスルヤパ

ティ､ニナにも見られる)をアレクシスは｢古代彫刻｣のようだと思うが33､

この古代とは西洋古代､たとえばギリシャ神話の女神像などのイメージでは

ないだろうか｡そして､アレクシスはただちに幼年時代の愛読書に登場する

王女を想う｡また､出発する船の先に立って前を見つめるオーヤは､船首像

のようではないか｡それまで彼女たちの世界に無知であった白人の主人公に､

植民者の目から隠れている土地の生活､その悲しみや苦悩を教える点で､彼

女たちは｢異国と主人公との間の仲介者｣ともいえよう｡特にフランスで少

女期を過ごしたウーマ臥自らの内に二つの世界の葛藤を宿している｡ル･

クレジオ作品において､彼女たちと主人公との文化的差異､乱轢は重要なフ

ァクターである｡これら男女の関係には､社会的な力関係が切っても切れな

い影響として重く反映されている0そして､西洋人の目から見て搾取される

もの､与えてくれるものであり､また同時に魅惑するものでもある｢ソヴァ

ージュな｣世界が､男性ではなく女性の類型として現れてくるのは､いわば

自然なことかもしれない｡しかし､そういったステレオタイプからずれてい

く側面もある｡

3り.M.MOロRRA,ユ伽喝g血血相湘〝虚血相良相即〝タd岬由亡8庇叩〃用れP陀SSeS

ロ血veBi也血∬deFmncち19妃,p.15乱

31乃混,p･173･

32｢若い軌qe皿e飢e)であって｢若い女｣(je皿e飴me)でないことに注意｡チュン

は『逃亡の事』分析の中で､｢若い娘｣が内面的な観点から女性を見たときに使われる

のに対し､｢(若い)女｣は外的､身体的な女性性を指し示す時に使われる名称である

ことを持株している(0.C血喝上ぞα由わご躍ゐ血腔卵胞中略Im喝0,200l,p･144)｡

これはここで扱う作品にも適用できるだろう｡

ココムgα㌫血wdbちp.195･
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これらの娘たちはまた常に､掴みがたい､逃れ去る者としての性格を付与

されていることを考えて見よう｡lアラセリ､スルヤパティも同様だが､ここ

では特にニナとクー寸を例にとってみよう｡

ニナはプラピトが彼女の家に近づくことを禁じるし､河原で彼に会うとき
も｢いっものように､できるだけ早く立ち上がれるよう｣なしやがみ方をす

る340彼女との逢瀬は､常に､すでに､強く欠乏を感じさせるものである｡

プラピトはこの時間が永久には続かないことを感じ取り､｢彼女がまだそこに

いること､夢を見たのではないことを確かめるため｣に抱きしめなければな

らない35｡それは､やがてこの娘を失わざるを得ない運命の予感である｡

クーマの住む山の民の村もまた､余所者には禁じられた場所であり､アレ

クシスは彼女の方から気が向いたと割こ会いに来るのを待つしかない｡それ

も｢時々あまりに長い間姿を見せないことがあり､ほんとうに存在している

のかどうか分からなくなる36｣｡また､クー了はその村落の習慣に従って､た

き火など自分がそこにいたという痕跡を消す｡このような現実感のなさ､指

の間だからすり抜けてしまうような掴みどころのなさは､非西洋人の娘とい

う作中人物たちが共通して持つ性質である｡主人公が会うことを靡い､常に

追い求めながらも､なぜ決して腕の中にとどめておくことができないのか｡

テクストの視点は常に主人公(白人青年･少年)の側にあり､娘たちを外か

らしか捉えない｡彼女たちの内面は理解しがたいもの､掴みがたいものとし

て残る｡主人公のパースペクティプと語り手のそれとが一致するばかりでな

く､作者自身も制御し得ないものとしてこれらの作中人物を立ち上がらせた

かったのではないか｡名■指しがたいものはエクリチュールにとっての指向対

象そのものといえる｡

ところで､この逃れ去る美女たちは､実は逃れ去っていない｡水浴､漁な

ど常に河を中心とする自然と密接な関係をもつ彼女たちは､そのものの中にご

同化しているからだQすでに見たように､オーヤは河の女神オーヤと同一視

されるが､フィンタンの目にはやがて河の水そのものとオーヤの体が重なる

までにいたる37｡プラピトには､ニナがそこにいないときにさえ､｢神秘的で

34《AngoliMda》,p･246･

35乃疋,p.249.

3`上eα飢功鋤r鵡r,p･219･

37伽如毎p･211:｢それは河のゆっくりとした力だった｡押略】体のような水､きらき

ら光って､みごもっているせいでふくらんだオーヤの体のような｡｣
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見慣れた様子で､彼女は河の水の中に居るように思えた∋g｣し､アレクシス
はウーマと共に住んだ森の中で､彼女が去った後も葉むらの匂いにクーマの

体臭を喚ぎ､風の中にウーマの足音を聞く39｡また､河に身を投げたニナは､

プラピトの目にはその後神格化されたジャガーとなって現れる0恋人として､

生身の女性としてはかなく腕をすりぬけていく娘たちは､神性をもった自然

と同化して主人公の内面に､本質的な要素として存在し続ける0一見美化さ

れた非西洋讃美の役割を演じているかに見えるこの類型は､そういう社会的

意義を越えた局面を獲得している｡

権力者と犠牲者

ヨーロッパ以外を舞台とする作品には､それまで漠然としていた｢敵対者｣

としてのアクターが具体的な姿をとって現れる｡それが植民地主義的権力者

の類型だ｡まず､西洋はまったく否定的に表現されている0リュドヴイツク

伯父さん(『黄金探索者』)やジエラール･シンプソン(『オニチヤ』)といっ

た西洋人作中人物は裕福で権力を持ち､とりわけ利己的､冷酷､強欲である｡

大地主のリュドヴイツクは､自分の兄弟が破産するのを見捨てるばかりか､

｢至る所にサトウキビを植える｣ためにその弟家族を家から追い出しさえす

る｡またシンプソンは､おそらく費用がかからないからという理由で､黒人

囚人に自分の庭にプールを頼らせる0シンプソン及びイギリス人クラブの

人々にとって､黒人労働者は動物以下だ｡ル･クレジオに描かれたこれら白

人権力者たちは､労働者に限らず他者を､支配し搾取する対象としてのみ捉

作品は主にフィンタンやアレクシスといった若い主人公の目を通して書か

れているが､彼らはこれら白人搾取者を憎悪し､同じ社会的グループに属し

ていることに強い恥を感じる｡一方､彼らは自らを非西洋人の価値観により

近く感じ､彼らとともに残ることを夢見る｡

非西洋人作中人物は､白人作中人物と反対に､金銭に無関心である0貧し

いマナフの出であるクーマは､幾度にもわたってアレクシスが本当に黄金を

借じているのかどうか尋ねる0｢青い民｣の大首長であるマ･エル･アイニー

ンは､自分が倒されたのは軍隊によるのではなく､金の力によるのだとうい

ぅことを理解できない｡なぜなら､｢彼の戦士達は黄金のためではなく､ただ

38《AngoliMah》,p･251･

39上¢C九βk血矧yd'○ちp.331.
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祝福のためだけに戦う｣からだ｡また､これらの作中人物は信仰深く､その

信仰に忠実である｡ル･クレジオは彼らの精神的態度と西洋人の物質主義と

が強いコントラストを成すよ㌔に描いている｡その上､彼らは自然との調和

の中に生きている｡ズレ･ハルタニ､ボニー､ドゥニといった主人公の親友達

は自然の中で生きる術を知っており､それを友人に伝える｡主人公を受け入

れてくれる､自然と結びついた生活をする文明､この理想祝される文明は､

このように絶えず現代的な､支配しようとする文明に脅かされ､主人公はそ

の葛藤の中でもまれることになる｡

初期作品では攻撃的であると同時に陶酔をもたらすような､両義的なもの

として都市が書かれていたのに対し､このような二極的ともいえる書き方は､

ル･クレジオを現代の｢着き野蛮人｣信奉者の一人だと思わせるかもしれな

い｡テクストはどのレベルで読まれるべきなのだろう｡

3.類型性と寓話性

｢寓話｣の意味を､一つのことに託して他のこと､主に教訓が語られる

物語で､往々にして図式的なものだとすると､以上のような類型的な作中人

物がそれぞれに与えられた図式的な役割を演ずるテクストとは､必然的に､

リアリティーよりは寓話的性格の強いテクストだといえる｡フランスの文学

作品が伝統としてきたような心理描写はほとんど見られず､リアリティーを

もった個人的人格を作り出すことにはル･クレジオは無頓着である｡金銭欲･

支配欲の権化である権力者､困掛こ遭いながら成長してゆく少年少女､無欲

で美しい有色人の娘などの類型が持つ寓意性は明白に読みとれる｡たとえば､

あるインディオの女性を描くとき､ル･クレジオには実際のインディオ女性

を描写しよう､現実に近いものを言葉に置き換えようとする意図はないよう

に思われる｡そのことは､先に見たように､インディオ女性もアフリカの女

性もインド洋の女性もほぼ同じように措くことに伺われる｡そこに措かれて

いるのは現実の一インディオ女性ではなく､ひとつの型､神秘的で我々を導

いてはくれるが捉えがたいような､ひとつの女性の型である｡このように同

じような役割を果たすアクターとして類型化された作中人物を持つテクスト

には､作者の価値観や世界観がより明白に立ち現れるのではないだろうか｡

形象は類型的であることによって描写的であるよりも純化され､象徴化され

る｡たとえば､会ったままのインディオでなくいわば｢インディオ的なるも

の｣とでも言うようなその昇華された形､作者の存在のあり方に訴える､本
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質的な形象として現れ出る0てそこではインディオとの出会いが彼に与えたも

の､その影響は表面的な枝葉を取り払われ､よけい際立つことになる0

4.社会的メッセージと文字通りの読解

ル.クレジオの初期の作品は､文字通りに読まれることはあるまい0それ

は､たとえば何頁にもわたって長々と繰り広げられる現実味のない会話､個

体としての厚みをまったく欠いた作中人物､都市の幻想的な描写などから明

らかである｡また何よりも､初期のテクストは絶えず断絶され､語り手であ

る｢削が隙間から現れては語りつつある自らの姿を見せて､それが文字通

りとは違う水準で読まれるべきであることを警告していた｡

しかし､80年代頃からの､ひとつながりのフィクションの形をとる作品は

より｢リアル｣なものと捉えられるのではないだろうか｡ベア･Bの実在性

は誰も思いもよらないが､ウーマは実在の人間のように錯覚し得る､という

ことである｡とすると､善かれた刃物馳こどの程度まで生身の人間を見¶､しⅥか｡

もちろん､ル･クレジオが｢本物の｣人物を｢ありのままに｣写しとろうと

していたわけではないが､かといって実際に出会った人間とかけ離れないよ

うに努めていたことも確かである400後期の作品では､ミメーシス効果を与

える細部の描写が加わることにより､実在の指向対象が示されている､とい

う錯覚を抱かせはしないだろうか｡たとえば､『砂漠』を読んだ読者に｢青い

民｣たちは金銭に無頓着で純粋に宗教的情熱のために戦ったという印象を､

『オニチヤ』を読んだ読者に無口で信仰心の厚いナイジェリア人は利己的で

スノップなイギリス人の犠牲になったという印象を与え得る｡そして確かに､

ル.クレジオは常に征服されていた側､歴史的に搾取されまた形は変わろう

と今も搾取され続けている側に立って書く｡作品を通して社会的なメッセー

ジを聞き取ることはたやすいし､正当な読み方でもあろう｡そしてリアリス

ムは､文学作品を白々しい架空のお話にしてしまわないための力､現実と作

品世界とを結ぶ力でもあり得る｡

しかしまた､ことばを使った表象であるテクストが現実との一貫性を推論

側エッセー『歌の祝集』(血用托血〃寝ちLePTOm孤叫1997)で寄られる､ル･クレジ

オが出会ったインディオ女性エルグイラと短編小説『アンゴリ･マラ』中の人物エル
グィラはそっくりである｡
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させてしまうことは､作品の意義を単純化し貧しくしてしまう危険をはらむ｡

実際､イスラエルとパレスチナわ少女たちを描く『彷復える星』41の出版を､

ル･クレジオは｢文学モ時事との混同｣を避けるためにしばらく延期しなけ

ればならなかった4ミ;一′またこの作品の一部が『パレスチナ研究』誌に先行掲

載されたことも､一さらに政治的色合いを帯びさせる要因になったとも考えら

れる｡しかしそれぞれユダヤ人とアラブ人である二人の主人公､エステール

とネジュマが同じテーマの変奏であることを考えれば､どちらかの民族に肩

入れしたものではないことは明らかでぁる｡また､幼年時代をこの作品の舞

台の一つである小村で過ごしたル･クレジオ自身の面影をトリスタンの人物

像に見ることができることから､少なくともこの場面では民族は重要ではな

く､戦争の影に脅かされながらなお牧歌的で美しい幼年時代を措くことの方

に重点が置かれているともいえる｡また､『砂漠』のトウアレグ族の彷径とよ

く似た筋書きがインディオたちを登場人物として『三つの聖都市』43にも見

られる｡つまり､聖なる都市を求めて彷径う民族という一つの図式であり､

実際の砂漠の民やラテンアメリカの民について直接物語っているのではない｡

社会的､ひいては政治的メッセージが込められていると言っても､文字通り

に作品を捉えることは偏った読解とならざるを得ない｡

5.二元的な読解

それでは､ル･クレジオの作品は書かれていることをそのままにとるので

はなく､その裏の意味を読みとるような読解を要求するテクストなのだろう

か｡即ち､寓話的なテクストなのか｡この疑問に対し､本論考ですでに作中

人物の類型性という点から然りという答えを出してきた｡トドロフは､作家

が外国の民族を書きながら､実際には自分自身と自身の文化に関する問題を

論じるために語っているとき､即ち､この民族の真実に関係なく作家自身の

文化を批判したり､これに理想を示すために他民族を書くとき､これを寓話

家と読んでいる糾｡ル･クレジオはこの意味において寓話家といえるだろう｡

引加地m坤,Gdl血訂も1995.
42《Moi,J･M･GLeClizio･n6en1940〉>,PrOPOSreCueillisparJ･GARCrN,L馳emen(du

血塊14au20mai1992,p.103.
4)加血Ⅴ肋∫∫血晦Gallim訂d,19帥.

44TITODOROV;NbzA,etLesautTV:LoR4PexionhnfaLFeSurZadiveTTHehumaine,Seuil,

1989,p.459叩.
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もちろん､彼の作品内で単な号エキゾチックな書き割りとして詫外国が出て
くるわけではない｡実際にこれらの国を訪れたり､あまつさえそこに住んだ

経験を持つ彼臥その出会いを真筆に受けとめ言語化しようとしている｡し

かし､『悪魔掛､』の冒頭でも自覚して述べているように､インディオについ

て語ろうとしたこのエッセーは｢残念ながら､作者のことをしか語り得てい

ない45｣｡そして､そこには教訓めいたものが見え隠れすることも事実である｡

実際､ル･クレジオ自身次のように告白している｡

ただ美しさだけに抑えておく方が#しいのです○そこから何かを結論づけたり

モラルを導き出したりしない方が難しいのです㌔

非西洋社会の美徳をたたえるだけでなく､成長する子供の目を通して､世界

の残酷さとそれにもかかわらず存在する美しさを示すのも､ル･クレジオ作

品に頻出するモラルであろう｡彼のエクリチュールが寓意教訓の外観を呈し

ているとすれば､それは彼が人間に何か教えるところがあるからだとするサ

ンドラ･ベケットの指摘47も､あながち大げさとばかりは言えない｡しかし､

ある伝達されるべき教訓とその媒介となる物語とに二分してしまうわけにも

いかない｡作品にはそこからくみ取れる教訓や主張があるかもしれないが､

テクストがそれらに従属しているわけではないからである｡

ル･クレジオの作品には､しばしば作中人物が語るお話が挿入される0『砂
漠』の中でも老漁師ナーマンはララに向かってたくさんのお話を物語るが､

引用符に括られ直接話法で書かれるこれらのお話は､当然ながらナーマンの

口調を模して語られ､地の文とは違う文体となる｡平易で口語的な語り口か

ら生み出されるお話は､地の文と比べて露骨に寓話的である｡魔法や変身と

いったお伽ばなし的要素もさることながら､鮫の腹から見つかった宝石を取

り合う話からは金銭欲に目のくらむことの戒めを､小鳥に姿を変えて王女を

救う青年のはなしからは無償の純愛を､といった具合に容易に教訓が導き出

されるようになっている｡また､アーンマが語る聖者アル･アジュラクに関

する数々の逸話は､奇跡を起こし｢其の道Jを教えるなど聖書のパラボルを

思わせるような聖人伝的様相を帯びている｡一方､『砂漠』全体を考えると､

45月砿p.8.

46RBONCENNE,《J.M.GLeClizios,e叩Iique》,L加,VOl･32,8Vri1197S,P･3$･

;;t法認;,宗笈i諾器芸eご芸芯蒜霊｡忠志慧謡
p.245.
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歴史的事実を題材にした砂漠の民の彷復の物語は､心理描写のほとんどない

荘厳な叙事詩的文体で､また現代砂漠の一貧民街の少女をめぐるもう一つの

物語は､少ないボキャブラ‰-と感情を素直に出す､子供っぽいとも言える

文体で書かれている√′′そして､叙事詩的部分にある価値観､すさまじいまで

の自然の力とそれを畏怖し神聖視する生き方がトーンを変えながらも作品全

体を覆っている8このようにテクストの相は幾層にも重なっている｡寓話が

一つの話の轟こもう一一っ乃(より大切窃真実が隠され¶､る､という二元的なものだと

したら､こういったテクストを寓翻とレヤて堪うのはあまりに狭すぎるであろう｡
『戦争』では､プロローグとも呼べるような部分が終わり､その次の章は

｢第一日､‥･があった｣という創世記を思わる方法で街=世界の創造が描

かれる｡但し､この生成を見ているのは神ではなく｢若い娘｣であり､｢すぐ

にそうなったってワケじゃない､そうじゃないCanes,由血畔地加地如也,

mn｣(p刀)な巴口語的な口調である｡また､阜ツシューⅩの呪いの言葉が延々

と続く章は､･重々しい預言者の口調を模し､さらにそれが

｢ベア･BはムッシューⅩの呪いのことばを聞く｡｣(p.217)

｢その日､とても暑くまたとても白く､地平線周辺のすぐ近くで､聞いている

と､大気の皮が飽くことを知らない街の上に落ちる｡｣(p.247)

という二つの文の間に挟まれ､ランボーの｢狂える処女｣にも似た枠組み構

造になっている｡もう一つだけ同じ作品から例を挙げよう｡

昔々あるところに､[中略]ベア･Bという名前の小さな女の子が住んでいまし

た｡[中略]同じ街にムッシューⅩという名前の小さな男の子がいました朋｡

ある箇所ではベア･B自身がこのような童話またはコントの語り口で都市での二人の生

活を自分のノート暗記先

このような入れ子構畠こよって異なるエクリチュ｢ルの質を混入させるのはル･クレ

ジオ作品によく見られる特徴である○そ摘楓手紙だったり､会話だったり､作中

人物の書く物語だったり､夢想だったりする｡時には二人称の読者への呼び

かけであることもある｡そして､そのたびごとに語り手も文体も変わる｡上

記に述べたようなあからさまにアレゴリー的な部分も含め､そのテクストは

時に応じて神話的､叙事詩的､歴史的､詩的､童話的などさまざまな文学ジ

4&山脇m,p･146.

209



ヤンルの様相を呈する｡テクスートの層を幾層にも重ねている｡

また､ル･クレジオに教育的なところがあると酎､え､彼は読者に想像を

跳躍させるためのトランポリンを与えても､自分が構成した世界を押しつけ

ることはしない｡作品の中に織り込まれるなぞなぞや表意文字(漢字)は､

作者が読者をある一つの答えへと導くものではなく､読者の想像力にはたら

きかける､問いかけである｡読者は与えられたモラルを読みとるだけではな

く､自らへの問いかけを発することを期待される0

場所や状況を生き生きとしたものにする綿密で強力なレアリスムのおかげ

で､ル･クレジオの作品は純粋に教訓的な寓話になることを免れているとジ

ェルメーヌ･プレは指摘している49｡たとえば､『砂漠』で交差する二つの物

語のうちの一つ､歴史的事実をもとにしたモール人の抵抗と彷径の物静には､

正確な場所と日付が刻んである0首長マ･エル･アイニーンは実在の人物で

ぁり､彼に実際に会ったフランス人探検家の本物の手記にまで言及している0

一方､｢彼らは夢の中でのように砂丘の頂上に現れた｣という冒頭の一文と､

｢彼らは行ってしまった､夢の中でのように消えていった｣という締めくく

りの一文により､この物語全体が夢としての相貌を付与される0また､｢風は

彼らの上を､彼らの中を通り抜けていった､まるで砂丘の上には誰もいない

かのように｣(p■8)といった表現や､死後も自分の民を見守るマ･エル･アイ

ニーンの存在などにより､夢幻的な架空の物語という性質が姿を現す0この

ように､リアルな世界とお話の世界が同居する作品では､実際の砂漠の民､

または何かのアナロジーとしての砂漠の民のみを問題にはできない｡

さらに､ほとんどストーリーの展開がないまま延々と冒頭の70頁にわたっ

て続けられる砂漠の描写は､限られた語彙とその執拗な繰り返しのせいで､

読者にほとんど物質的な貧弱さや渇きを､つまり砂漠の民が感じているのと

同様のものを感じさせる｡このようにことばがモノとして機能する世界を､

詩的なテクストと呼べるのではないだろうか｡

ル.クレジオ自動まことば=モノであることを希望皿､る50ということは､真実に

対してその象徴､というような記号としての文学ではなく､ことばそのものの力

が顕現する場としての文学だと受けとめるのが適切ではないだろうれ『向こう

側への旅』でナジャナジャが炎になったりタバコの煙になること等は文字通

49GBRBE,Le肋ndkbbuLe7LrゐJMGLeC7&io,Amsterdam/Atlanta･Rodopi,1990,

p.102坤
畑上肋肌血Ⅷ朗飢ぬ地肌,p.110.
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りでもなく､かといって何かの比喩でもない｡詩世界とでもいうべきものだ｡

しかしまた､それは現実世界と切り離せない｡真実のいくつもの層､あり方

のいくつものレベルが重なる他界をテクストは構築している｡

豊崎光一は､読者イあなた｣に語り手｢私｣が語りかける『愛する大地』

の｢プロローグとエピローグにあるのは､物体の世界と言語との連続性､ほ

とんど交換可能性であり､フィクションの世界の自律性ないし独立性の否定

である｣と述べている51｡生身の著者カミ言苛で一世界を構築し､生身の読者

が読むことによってその世界を共有する以上､フィクションの世界は現実世

界から完全に自由になることはない｡そもそも､現実世界から切り離された

文学作品にどのような意義があるのだろうか｡ル･クレジオは短編集『モン

ドその他の物語』におさめられた自作品を不可思議(MeⅣeim飢Ⅸ)があって

も｢コント｣と呼ばれるのを拒否する｡一方､実際の三面記事から着想を得

た短編ばかりせ集め､移民問題や思春期の少年少女の出奔などを多く扱う『ロ

ンドその他の三面記事』52については､自らコントであると述べている｡こ

うした一見矛盾するような作者の態度の両義性は､現実世界に根ざしながら

同時に作者が想像したひとつの世界でもある作品の､文学ジャンルへと類別

され固定されることから逃れるような性質を反映していると言えるだろう｡

おわりに

ル･クレジオの作品がほかの寓話作家の作品と一線を画するとすれば､そ

れは日常と詩を結ぶところにある｡寓話性がたしかにありながら､遠い世界

の作り話と感じさせない｡類型的な作中人物たちが､個人としての厚みをま

すような心理分析をまったく欠いているにもかかわらず魅力的なのは､何故

だろう｡たとえば『砂漠』のル･ハルタニがはいたかと同化して空を飛ぶ場

面53では､読者がその爽快感､めまいを起こすような感じを共に感じ､｢鳥の

目｣で世界を見つめられるような力､この力がこの少年を魅力的にしている

のではないだろうか｡それはまた､類型的な場所にも言える｡廃屋が｢ヴィ

ラ･オロール｣のような神聖な場となること封､子ども時代の家が失われた

51『世界の文学26 ソレルス/ル･クレジオ』｡豊崎光一による解説の341貫を参軋
52血伽乃虎βJα〟か即力如ゐ,椚,Gallimad,1982.
53βゐ飢,p･128･

封《Ⅵ11aAumre》h血伽〃鹿eJ動ねカぬ血耶.
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楽園となること55｡それは､声がリアルであることを必要とする｡だから､

ぁんなにも多くの場合子供が主人公なのだ｡驚異に満ちた世界を生きる､子

供の視線が要るからだ｡

寓話的なル･クレジオのテクスト群軋世界に対して､どう対峠し､生き

ていこうとするのかをより本質的に示している0彼にとって物語を書くこと

は､それによって今の現実社会を捉え直し､そこで生き抜こうという試みだ

と言える｡『悪魔掛､』におけるインディオ社会など､彼が評価する世界で私

人と宇宙が介在物なしにつながっているQ一方､ル･クレジオ作品では､木

や動物､または防波堤や機械類といった無生物に生命が吹き込まれるが､そ

れは擬人化というより､子供が感じている現実そのものであり､また大人に

とっては人間が疎外されていないこのような世界を実現しようとするもので

ぁろう｡ル･クレジオの文学作品臥自分たちと自分たちの住むこの世界を､

もっと大きなもの一一億生以前､個人以上､人間以上など一に結びつけよ

ぅとする｡それは架空の物語によって現実を変えることでもなければ､まし

て現実を忘れることでもなく､いわば詩によって現実を生きることが､ここ

で目指されている｡

55ェβ肋ぬrdbrなど｡
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